
令和７年６月 

研究開発部門長 各 位       

 公益社団法人 京都工業会 

技 術 ・ 教 育 委 員 会 

＜令和７年度＞ 

R & D 問 題 懇 話 会  ご 案 内 
 

グローバル競争が激化する今日、新たな事業革新の中心として、R&D 部門の重要性がますます高まって

おります。 

このような中、本会・R&D 問題懇話会では、研究開発に関する課題の共有化や先進企業の事例研究を通

し、業務の効率化を目指し、活発な活動を展開いたしております。 

つきましては、貴社におかれましても、今後の R&D マネジメントに活用いただければ幸いに存じます。 

奮ってご参加くださいますよう、ご案内申しあげます。 

記 

対 象 研究・開発関連部門長及びそれに準ずる管理職 

目 的 内外の事例研究を通し、参加各社のＲ＆Ｄ戦略の深耕を図る 

運 営 ❑Ｒ＆Ｄ戦略関連の諸問題について意見・情報交換及び討議を行なう 

 ❑先進企業・施設訪問、講演会を行なう 

 ❑ヒューマンネットワークの構築 

《メンバーの意見・希望を取り入れながら年度幹事と事務局が相談の上、計画・運営いたします。》 

年会費 京都工業会・会員企業 ６６,０００円/１名（60,000円＋10％対象 消費税額 6,000円込） 

 一 般 企 業  ９９,０００円/１名（90,000円＋10％対象 消費税額 9,000円込） 

                             （※懇親会費用や例会によっては特別会費をいただきます） 

 

申 込 本会 HP（https://www.kyokogyo.or.jp/seminar_detail.php?id=601）より、７月３日（木）

までにお申込み願います。 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 活 動  ※例会のご案内は E-メールを利用いたします。 

回 と   き と こ ろ 内       容 

 

 

１ 

 

 

７月１０日（木） 

１４：１５～１６：４５ 

 

 

 

村 田 機 械 ㈱ 

 

■村田機械㈱本社訪問 

（京都市伏見区竹田向代町 136） 

テーマ「研究開発本部の取組み」(仮題) 

◎設立:１９３５年 ◎資本金 ９億円 ◎従業員数：8,704 名【単独】4,172 名  

◎事業: 繊維機械（紡績機械他）、工作機械（旋削加工機、シートメタル加工機） 

ロジスティクス・ＦＡシステム（無人搬送車、自動倉庫他）等 
１７：１５～１９：３０ 懇親交流会（京都市内） 

 

 

２ 

 

 

８月２９日(金) 

１４：１５～１６：４５ 

 

 

京都大学 iPS 細胞研究所 

■京都大学 iPS 細胞研究所（CiRA）訪問 

（京都市 左京区 聖護院川原町 53） 

テーマ「iPS細胞研究と医工連携について」（仮題） 

◎設立:２０１０年 ◎従業員数：429 名 

◎事業: iPS細胞ストックを柱とした再生医療の普及、iPS細胞による個 

別化医薬の実現と難病の創薬、iPS細胞を利用した新たな生 

命科学と医療の開拓等 
１７：３０～１９：３０ 懇親交流会（京都市内） 

 

 

３ 

 

 

１０月２３日（木） 

１４：１５～１６：４５ 

 

 

㈱国際電気通信基礎技術研究所  

＜ATR＞ 

■㈱国際電気通信基礎技術研究所（ATR） 訪問 

（相楽郡精華町光台二丁目 2 番地 2）  

テーマ「最近のワイヤレス研究とサイボーグ AI関連研究」 (仮題) 

 ◎設立:19８６年 ◎資本金：1 億円 ◎従業員数：２４５名 

◎事業:脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学等 

     に関する研究開発を国内外の大学・研究機関・他企業等と連 

     携して推進 １７：１５～１９：３０ 懇親交流会（精華町内） 

４ 

５ 

６ 

１１～２月 ～企業視察（一泊研修を含めて）及び研究所訪問等を調整中～ 

ご参考：昨年度（令和６年度）活動内容 抜 粋（※現地開催及び会場参加、ZOOM参加・併用で実施） 

 

意見・情報交換「R&D人材の教育（若手＆再雇用）と生産性向上～モチベーション、離職対応～」 

「AIの活状況～生成 AI、マテリアルズインフォマテクス（MI）～」 

「環境対応～脱炭素（ＧＸ、ＣＮ）とエシカル商品の開発」 

 

一泊視察  山梨県立リニア見学センター「リニア関連技術の歴史と今後の動向」 

（山梨県下） ファナック㈱本社「研究開発の考え方と研究開発体制 

          山梨大学 水素・燃料電池ナノ材料研究センター「水素・燃料電池の研究」 

 

企業・施設訪問 ㈱GSユアサ本社「車載用リチウムイオン電池の開発動向」 

         オムロン㈱本社「オムロンが目指す目利きの経営」 

         ㈱島津製作所 基盤技術研究所（みらい共創ラボ）「近年の先技術の取り組み」 

           ㈱ＫＲＩ「次世代電池研究部の取り組み」 

 

参 画 企 業 ㈱ イ シ ダ、Ｎ K Ｅ ㈱、オ ム ロ ン ㈱、尾池アドバンストフィルム㈱、京都機械工具㈱、グ ン ゼ ㈱ 

サンコール㈱、シーシーエス㈱、㈱ＧＳユアサ、㈱島津製作所、㈱SCREEN ホールディングス、星和電機㈱ 

第一工業製薬㈱、T O W A ㈱、㈱ ナ ベ ル、ニ チ コ ン ㈱、日新電機㈱、日東精工㈱ 

N I S S H A ㈱、日本新薬㈱、福田金属箔粉工業㈱、㈱堀場製作所、マ ク セ ル ㈱、三菱ロジスネクスト㈱ 

 村田機械㈱、㈱村田製作所、㈱ユー・エム・アイ 

 

【事務局】 公益社団法人 京 都 工 業 会 業務課 参事 宮田哲也 

〒６００－８００９ 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78（京都経済センター６F） 
 （ＴＥＬ）０７５－３５３－００６１  （ＦＡＸ）０７５－３５３－００６５ （E メール）miyata@kyokogyo.or.jp 

https://www.kyokogyo.or.jp/seminar_detail.php?id=601

